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               《 故
こ

 郷
きょう

 》 

  滚々大江东流去,历史长河转瞬间, 

扶桑儿女多奇遇,五十年昔话当年。 松花

江像历史的证人,千百年间, 默默无语的

记述着,历史长河中的每一滴水, 每一片

浪花。有事它也会生气;也会发皮气; 甚至

揭起巨大浪花。 但是它心胸宽阔、纯补善

良、豪不吝啬地养育着一代又一代它的儿

女们。  

据养父母说，1945年，是一个多灾多

难的秋天, 秋风夹着细雨;不停的下着雨,

天空好象漏了一个大洞;下湿了地;下湿了

天、天地混成一片。我身

患重病、高烧不退,周身长

满了疥疮、我多么需要爸

爸的臂膀将我抱起, 我多

么想妈妈在喂我喝上一口热汤。可他们在

哪儿...他们去了哪儿...没人回答我。 我

想他们大概去了天堂。  

秋天的某一天，一对中国父母把我抱

回了家,我 又有了生的希望。从此一滴滴

药水; 一勺勺粥米,使我发黄的脸上,又出

现了 红光。小小年令有人叫着我“小日

本”。 在并不富裕却非常幸福的家庭中,我

渐々长大。在周围各色人的眼光中,我在小

小心灵中蒙上一层淡々阴形,我为自己愤

愤不平我同他们有什么不同,有在无言默

默抗争。  

养父母为我失去升职的机会,无端而 

受到不必要审查、为我而下放农村、为我 

而接受种种不平。当我真正有能力,想极报

答他们救命之恩、养育大德的时候,他们却
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こ
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あ
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じ

面
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熱
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离我而去。墓碑上只留下他们普通的姓名。  

1992 年 7 月

我全家回到

了东瀛,开始

了幸福而艰

难的新生。 

養父母は私のために 昇
しょう

進
しん

の機
き

会
かい

を 失
うしな

い、不
ふ

必
ひつ

要
よう

な身
み

元
もと

の取
と

り調
しら

べを受
う

け、農
のう

村
そん

に下
か

放
ほう

され、様々

な不
ふ

平
びょう

等
どう

に耐
た

えなければならなかった。私が本
ほん

当
とう

に能
のう

力
りょく

を持つようになって、両親に 命
いのち

の恩
おん

返
がえ

しを

したいと思
おも

った時
とき

には、彼
かれ

らは私の元
もと

を離
はな

れてしま

っていた。墓
はか

石
いし

には彼らのありふれた名
な

前
まえ

だけが残
のこ

された。 1992 年 7月
がつ

、 私
わたし

たち家
か

族
ぞく

は東
とう

瀛
えい

、すな

わち日本に戻り、辛
つら

くも幸せな 新
あたら

しい生
せい

活
かつ

を始
はじ

め

たのだった。 

（N・G） 

 


